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▲協議会の様子

▲中心市宣言を行う鈴木市長

　

８
月
29
日
、
本
市
を
は
じ
め
、

生
活
圏
や
経
済
圏
を
と
も
に
す
る

西
郷
村
、
泉
崎
村
、
中
島
村
、
矢

吹
町
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、

鮫
川
村
の
９
市
町
村
長
が
集
ま
り
、

「
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏
構

想
推
進
協
議
会
」（
会
長
は
鈴
木
市

　

本
市
が
近
隣
の
町
村
と
、
相
互

に
役
割
分
担
し
な
が
ら
連
携
・
協

力
し
て
い
く
内
容
を
明
示
し
た

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
経
た

後
、
１
対
１
で
締
結
し
ま
す
。

　

本
市
と
各
町
村
の
間
で
、
１
対

１
の
協
定
締
結
を
積
み
重
ね
る
結

果
と
し
て
、「
し
ら
か
わ
地
域
定
住

自
立
圏
」
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　

協
定
を
締
結
後
、
圏
域
の
将
来

像
や
そ
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的

な
事
業
を
掲
載
し
た
「
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
圏
域
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
組
織
し
、

圏
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。問

本
庁
舎
企
画
政
策
課
☎
㉒
１
１
１
１　

内
２
３
２
４

　

８
月
29
日
、
協
議
会
の
設
立
後
、

鈴
木
市
長
が
中
心
市
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
県
内
で
は
、
南
相
馬
市

に
次
い
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や

大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
な
ど
で
、

地
方
は
経
済
力
や
活
力
を
失
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
続
け
ば
近
い
将
来
、
地
方
の
各

市
町
村
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
都
市
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

町
村
の
枠
組
み
を
超
え
て
連
携
し
、

地
域
全
体
の
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
は
国
の

施
策
で
、
人
口
規
模
な
ど
一
定
の

条
件
を
満
た
す
中
心
市
と
近
隣
市

町
村
が
相
互
に
役
割
分
担
し
、
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏

域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
の
確

保
と
、
地
域
圏
へ
の
人
口
定
住
を

　

市
で
は
、
西
白
河
郡
お
よ
び
東
白
川
郡
の
８
町
村
と
連
携
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
行
う
た
め
、「
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■中心市の条件
●人口５万人以上
●昼夜間人口比率が原則１以上
●原則３大都市圏（東京、名古
屋、大阪）外

●医療
　医療機関への支援等、
地域医療を守る取り組み
をさらに強化する。

●公共交通
　地域住民の日常生活を
支えるバスの効果的なル
ートを調査研究し利便性
を向上させる。

●観光振興
　観光資源を組み合わせ
付加価値を高めるととも
に情報発信力を強化する。

<施策の具体例>

　白河市は、圏域８町村と共にこれまで培って
きた連携・協力関係をさらに深め、各市町村が
有する都市機能や地域資源を最大限活用し、「定
住」の受け皿となる「しらかわ地域定住自立圏」
を形成するために全力で取り組んでいくことを
ここに宣言します。
　
平成26年８月29日

白河市長　鈴木和夫

　中心市の要件を満たす市が、地域全体における人
口定住のため、近隣の市町村と連携しようとする場
合に、地域として必要な機能の確保に関して中心的
な役割を担う意思を明らかにするため、所定の事項
を記載した書面を作成し公表することです。
　中心市宣言は、定住自立圏形成協定の締結等を進
めたいと考える中心市が、その意思を示す最初の機
会となります。

　中心市宣言を
行ったことで、定
住自立圏形成に
向けた一歩を踏
み出しました。全
国では96例目と
なります。

　安心して暮ら
せる魅力ある地
域づくりのため、
定住自立圏構想
を推進していき
ます。

　９市町村が役
割分担、連携・
協力することで、
しらかわ地域に
必要な生活機能
を確保し、人口
定住を促してい
きます。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

締
結

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定

づ
く
り
を
行
う
た
め
、「
し
ら
か
わ
地
域

議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
概

◎
特
集　
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏
構
想

長
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
定
期
的
に
会
議
を
開

催
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

医療・公共交通・観光振興など

中心市 近隣
市町村

推
進
協
議
会
を
設
立

今
後
必
要
と
な
る
手
続
き

「
中
心
市
宣
言
」
で
意
思
を
表
明中 心 市 宣 言 と は

促
す
自
治
体
間
連
携
の
新
た
な
取

り
組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
都

市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
抑
え
、
ま

た
都
市
圏
か
ら
の
人
口
流
入
を
促

す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

明

鈴鈴まに 大地が市政すさ町町地策ら施条町町携域保

き

役割分担、連携・協力

■
定
住
自
立
圏
構
想


